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受 身 ・使 役 の言 い方
森 田 良 行
L受 身 の 発 想,使 役 の 発 想
目本 人 は どの よ うな とき受 身 的 言 い方 をす るか,佐 久 聞鼎 博 士 は 「現 代
日本 語 の表 現 と語 法 」 の 中 で次 の よ うに述 べ て い る。
影 響 の 波 及 とい ふ 開係 を現 はす 必 要 が な い 奪 ら 「水 が(私 に 〉か か っ た
ら,..」 とい ふや うに,自 動 詞 「か か る」 だ け を用 ゐ てす む の で す が,
それ は丁 度 「子 ど もが 泣 く」 や 「雨 が 降 る」 と表 現 す る の と同 様 で,そ
の動 作 ・事 象 が 自分 に対 して もつ生 活 感 情 的 効 果 ・ 自分 が それ に対 し て
い だ く関 心 は,ほ とん ど関 説 され ませ ん。 そ の効 果,そ の関 心 を表 現 す
る とこ ろ に こそ,「 受 身 」 の形 の意 義 が認 め られ る の だ といふ べ き でせ
う。(r日 版279ぺ_ジ)
事 実,自 己 の立 場 に立 つ言 い 方 に は受 身 表 現 が多 い。 「情 に ほ だ され る」
な どは常 に受 身 の言 い方 で使 われ,「 情 が ほ だす 」 の能 動 表 現 を持 た な い。
日本 語 動 詞 に は 「ほ だ す」 の よ うな 受動 者 側 専用 の語 す らあ るの で あ る。
しか も,こ の受 け手 の側 は,強 制 的 に そ うさせ られ る と い う強 い 被 役 の立
場 で は ない 。 お のず とそ の よ うな状 態 に させ られ た とい う自発 に近 い 受 身
で あ る。 こ の こ とは使 役 表 現 につ い て も言 え る ので あ っ て,命 令 的 な 強 い
使役 よ りも,誘 発 や 使 令(し む け る)な どの 消 極 的 使 役 が 主 流 を 占 めて い る
とい う事 実 か ら も伺 え る。 ど うも 目本 入 は,自 分 が積 極 的 にそ うす る とい
し
う 「為 手 」 の立 場 よ りは,本 能 的 ・自発 的 にそ うな る よ う持 って い く 「受
け手 」 の立 場 に立 つ言 い方 を 好 む ら しい 。 これ は 目本 人 の 伝 統 的 な 考 え
方 ・感 じ方 で あ っ て,こ の よ うな 目本 人 の心 理 構 造 は,目 本 の社 会 構造 の
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特 異 性 と無 縁 で は ない で あ ろ う。 語 研 中級 教 科 書 の 「デパ ー ト」 とい う課
に,次 の よ うな一節 が あ るo
学 生 「特 売 揚 も7階 か8階 です ね。」
部長 「そ うで す.エ ス カ レータ ー で7階 あ た りま で 行 くあ い だ に,い ろ
い ろ な商 品 が 目 につ い て,'購 買 欲 をそ そ られ る よ うにす る ので す 、」
(137)
これ は学 生 サ ー クル 「消 費 経 済研 究 会 」 の学 生 が,デ パ ー トの部長 と対
談 して い る場 面 で あ る.と こ ろで,こ こ を 学 習 し た あ る 英 語 系 の留 学 生
が,こ の文 章 に対 し,「 これ は デパ ー トの部 長 が言 って い るこ とばだ か ら,
当然 販 売者 側 の立 場 と して 「購 買欲 をそ そ らせ る」 と使 役 で言 うべ き で は
ない か,と 質 問 して きた。 この留学 生 の質 問 は しご くも っ と も な こ とで あ
って,合 理 的 な客 観 的 表 現 を 旨 とす る言 語 観 念 か らす れ ば,当 然 使 役 表 現
を と るべ き で あ ろ う。 し牟 し,そ れ は 日本 語 の 主 観 的 で 情 感 表 現 を重 ん ず
る発 想 を理 解 して い な い た め の疑 問 で もあ る。 日本 語 は 『購 買 欲 をそ そ ら
れ る/食 欲 をそ そ られ る/招 かれ ざ る客_リ 等,受 け手 の立 場 で表 わ す
言 い回 しが多 く,し か も,こ ち らの好 む と好 ま ざ る とに かか わ らず,他 者
の 働 きか け に よ って 自然 に,ま た は本 能 的 に そ の よ うな状 態 に な る発 想 を
尊 重 す る。 この よ うな 日本 語 の特 性 を理 解 して い れ ば,先 の 疑 問 は起 こ ら
な か った で あ ろ う。 日本 語 で は,た とい 「購 買 欲 を そ そ らせ る/食 欲 をそ
そ らせ る 一 ・」 と使 役 表現 を とった と して も,そ れ は他 者 に そ の よ うに さ
せ た とい う為 手本 位 の使 役 で は な く・ 外 界 の事 物 に よっ て お の ず とお のれ
の欲 望 をふ るい た た せ て し ま うと い う受 け手 本 位 の焚 役 で あ る1〕。 自 己 の
意志 い か ん に か か わ らず,お のず と そ うな る受 身 的 健 役 で あ る。 「招 か ざ
る客 → 招 かれ ざ る客 」 も同 様 で,す る行 為 よ りは受 け手 の立 揚,そ うな る
1〉 それ ゆえ,「客 に購売欲 をそそ らせ る」 とはあま り言 わ ない,「す てきな品物
に購売欲 をそそ らせ る」「うまそ うな臭い に食欲 をそそ らせ る」と,解 二格には 「そ




日本語教育の環場において,受 身や使役を振 うとき,と かく西欧語的発



















他V→B/・A勇 ラCヲ 他Vレ ル
自V→BハAカ ラ ー 自Vレ ル
ニ ヨ ツア
催V→CハA二 他Vレ ノレ
⑦AガCヲ 他Vテ イル →CハA二 他Vレ テイル
⑧AガCヲB二 値V→CハA言 ラB二 他Vレ ル
⑨(Aガ)Cヲ 他V→Cガ 侮Vレ ル
⑩(Aガ)CヲB二 地V→CガB二 他Vレ ル
各形式の用例
① 雨ガ降 ッタ →(私 ハ)雨 二降 ラレタ
② 隣ガ2階 ヲ建テタ → 〔私ハ)隣 二2階 ヲ建テラレタ
③ 兄ガ私 ノ手紙ヲ見タ → 私ハ兄二手紙 ヲ見 ラレタ





⑧ 皆ガ私 ヲ代表二選 ンダ






⑩(神 ガ)能 カヲ我々二与エル→ 能力ガ我々二与エラレル
① ⑤ は自動詞の受身,そ の他はすべて弛動詞の受身である。 第1種 の
受身の形式的特色は,能 動表現では主格だった 「一ガ」が,・ 一 ニヨッテ
の意の～二格に変 じ(Aガ →A二),受 動者たる一ハ主語 として常に 「B
ハ」 を立てる。他動詞の 目的語 「Cヲ」は,受 動態でもそのまま柑ヲ格 と
して残る 〔Cヲ →Cヲ),と いう3点 である。
これ ら第1種 の受身形式は,い ずれも主語に被動者 「Bハ」が立ち,し
かも,そ のBは,⑤ を除けぱ例外な く入間(ま たは有意志物)が 来る、 た
とい能動態では被動者の意識 されない① ② でも,受 動態では必ず 「Bハ」
の形で意識の底 に潜む、言 うなれぱ,被 動者を意識し,被 動者の側に立つ
ことが,第1種 の受身表現を成9立 たせているのである。
① および ② は・動作主の行為 ・作用そのものは被動作者 とは無関係に
行なわれている。雨は我 々とは無関係に降るのであ り,隣 は勝手に2階 を
一建 てているのである
。それを,こ ちらが被動作者と意識する ところに受身
表現が成立 し,「 私ハ,_!彼 ハ,.ゴ の彼動作者側に立った被動作者中
心の表現を成立 させる。 自己と無関係に行なわれる行為 ・現象が,間 接的
'にこちらに影響 を及ぽしていると意識し迷惑がる気持ちで,「迷惑の受身」
と呼ぶ。 はなはだ主観的な受身である。 ③一④ も,被 動物 として一ヲ格
に立つ,C(手 紙や仕事)を 主語にすえず,常 に間接の被動者たる人問中心に
「Bハ
」 の受身表現が なされている点は共通する。 相手の行為の影響 を受
ける自己を被害者 と意識する 「被害の受身』であり,そ のため,迷 惑の気
持ちや,時 としては恩恵ゐ気持ち(「負うた子に浅瀬 を教えられる/仲 入に
手 を取 られて退場する」 のようにテモラウと置き替え可能な受身)な どの
一21一
情意を帯びる揚合が多い。ただ,受 身の行為が直接被動者側に関係を持つ
点,⑦ ② に比べより目客観的な受身である。 第1種 の諸形式は,人 間を主
語に立て,被 動人物の側に立った受身であるところに特色がある。
第2種 は他動詞に付き,他 動詞の頃的語Cを 主語として立てた受身であ
る。すなわち,動 作をしかけるものAと,動 作を受けるものCと があ窮
後者を主語 とする直接的受身である。第1種 の受身に比べてはるかに ドラ
イな西欧語的受身であ り,本 格的受身,単 純被動の受身でもある。動作 を
受けるものCを,有 情 ・無情の関係なく主語にすえるため,被 動作物に
よっては必ず しも人間主体の受身とはならない.い わゆる 「非情の受身」
と言われるもので,無 生物や掘象的概念すら主語になることもある。ヒ ト




①A二 自Vレ ル形式(雨 二降ラレル)
②A二Cヲ 他Vレ ル形式(隣 二2階 ヲ建テラレタ)
他者の動作 ・作用の結果が,あ る影響 を自分のほうに与える言い方であ
る。自分のカでは防ぎようのない,相 手側の一方的行為 ・作用に対 して用
い られ,問 接的にその影響 を受ける人間が,主 語として立つ。動作 ・作用
の利害関係を表わす ところから 「迷惑の受身」目とい う名称 を与える。迷惑
意識が強 く,心 理的受身 として,情 意的な陰影の濃い,'は なはだ日本的な
受身である。(① ② の受身には多 く不快感や満足感が伴 う。)自動詞に.も他
動詞にも付 くが,① 自動詞に付 けば動作 ・作用の利害関係 を表わ し,②
他動詞に付けば動作 ・事象の問接的受身となる。




「子に死なれるノ泣か一 ノ行か一 ノ客に来 ら～ ノ家に上がり込ま一1席
に坐 ら酎/女 に逃げ酎1従 業員 に休 ま～/泣 きつか側!雨 に降 ら～!雨
にたたら紺J
等の動作動詞が挙げられる。元来,受 身 とは 「だれかに何かをされる』 と
い う,行 為者 を有情物 と見ての表現であり,そ れゆえ他動詞が多 い。 自動
詞の場合は,生 物が行為者であ嶺例が多 く,た とい無情駒であっても,こ
れを人格的に撤 う。「雨に降られた」も,雨 自体が人為でな く,自 主的に
降る現象であるからこそ ① の受身渉言えるのである。本来動作 を行 なわ
ないもの,た とえば石などは 「石に落・ちられた」とは言えないq
Oこ う自動車に通 られちゃかなわない。
これも,背 後に機械 を操る人間が予想 され,走 ることを本性 とする機械
だから ① の受身表現が可能なのである。有情物 「妻に寝込まれた,1死 な
れた」は可能でも,無 情物 「自動車にエンコされた/故 障 された」などの
受身は成立しにくレ・。 「自転車にパ ンクされた!ト ラックにエンス トされ
た」などとは言わないであろう。
自動詞の受身は,他 動詞の受身 とは 発想に根本的な違いが認められる。
自他同形の動詞(た とえぱ,吹 ク)においては.,一これを自動罰 の受身 とする
か他動詞の受身とするかで,意 味に相違が出て くるのである。
風が吹 く→(桜 の季節だというのに)風 に吹かれた。
風が私を吹 く→ 私は風に吹かれて散歩する.
前者の自動詞の受身は ① 「迷惑の受身」 であり,自 然現象 として桜 と
は無関係に風が吹いたのを,話 し手が勝手に迷惑がっているのである。風
が炊 くことと桜の花とは本来因果関係を持たず,話 し手の主観で結びつけ
られ た にす ぎ ない 。 い っぽ う後 者 ⑥ の 他 動 詞 の 受 身 は,「 風 に 当 た っ て
...」 と自動 詞 表 現 に置 き替 え る こ と もで き るふ つ うの受 身 形 式 で,こ ち
1)ぺ 一ジを()で 示 した用例は,新 島正 「ユー モア」(潮 文社新書)か ら引用 し
たもの。 この書 はかつ て語 研の 日本 語教 育で,上 級教材 として使用 され たこ とがあ
るo
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らの意 志 で進 んで 風 に吹 か れ て い る ので あ る。
③BハA二Cヲ 他Vレ ル形 式(私 ハ 兄 二手 紙 ヲ見 ラ レタ)
こ の ③ お よび 次 の ④ は,先 の ②.と と もに 「BハA二Cヲ ・一 」 の
同形 態 受 身 表 現 で あ る。 文 型 と して は同 形 で あ るが,A・B・Cの 意 味 関 係
を異 に し,能 動 態 に戻 した揚 合,3者 の違 い は歴 然 とす る。 ② ③ ④ は形
態 は同 じ で も,表 現 形 式 を 異 に す る 別 種 の受 身 表 現 と 考 え るべ き で あ ろ
う。 文 型 を単 に形 態 上 か らの み 分 類 す る こ とへ の 戒 め と した い 。
さて,③ 形 式 は,一 ヲ格 に立 つCの 所 有 者 ま たは 主 体 者Bを 受 動 者 と
考 え,Bの 側 か ら見 た 間接 的 受 身 表現 で あ る。 「私 ノ手 紙 ヲ」 な ら所 有者
とし て 「私 」 を,「 彼 等 ノ心 ヲ」 な ら主 体 者 と して 「彼 等 」 を受 動 者 に見
立 て主 語 にす えた 受 身 表 現 であ る。
○(彼 等 ハ)た だ1つ の標 的 に 心 を 釘 づ け に され て 一 目散 に 走 り出 す。
(69)
「彼 等 の心 は釘 づ け に され て 一,』 と 「心 』 を受 動者 に見 立 て る こ とも
可 龍 なわ けで あ る 〔⑥ 非 情 の受 身 〉。 な お,③ 形 式 は
○新 婦 は仲 人 に手 を取 られ て退 席 した(← 仲 人 ガ新 婦 ノ手 ヲ取 ル)
の よ うに 「取 ッテ モ ラ ッテ 」の意 の 、恩恵 の受 身 に な る例 も見 られ る。 ま た,
③ に は まれ に非 情 物 が 受 動 者 とな る例 も見 られ る。 こ れ は擬 人 法 と考 え
るべ きで あ る。
○横 浜 は 目本 の 表 玄 関 で あ った が,羽 田 に そ の地 位 を奪 われ た。
④BハA二Cヲ 他Vレ ル 形 式(私 ハ 母 彩 仕 事 ヲ頼 マ レ タ)
筆者 の調 査 で は ・ 受 身 用例318例 の うち34例 を 占 め,11%強 。 受 身10
形 式 中 で は使 用 率3位 で,か な り使 用 度 の高 い受 身 形 式 で あ る。 こ の形 式
は ・ 能 動者 を～ 昌格 で 示 す 以 外 に・ ～ カ ラ格 で も 示 し得 る点 に特 色 が あ
る。(ま れ に,一 ニ ヨ リ/～ ニ ヨ ッテ も用 い られ る)「 二 」 を 「カ ヲ」 と置
き 替 え得 る と ころ か ら考 え る と,④ の 受 動 行 為 は か な り直 接 的 で動 作 性
が 強 い ら しい。 先 の ① 一③ は,相 手 方 の行 為 ・作 用 が 結 果 的 に こ ち らを
受 動者 た ら しめ る とい う問接 的 な も の で あ っ た が,こ の ④ .は 椙 手 方 か ら
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積 極 的 に こ ち らに働 き か け る とい う直 接 的 動 作 を表 わ す 場合 が 多 い 。 そ の
た め述 部 に立 っ 動 詞 も,対 人 関 係 を前 提 と した動 詞,「Aさ ル か らB氏 に 」
へ の動 作 ・行 為 を表 わ す他 動 詞 に限 られ る、 この形 式 にはr負 うた子 に浅
瀬 を教 え られ る」 の よ うに,恩 恵 の受 身 とな る例 も見 られ る。格 助 詞 解 二
は,一 カ ラ,～ ニ ヨ ッテ の言 い換 え も可能 で あ る。
○ 自分 が これ らの病 友 た ち に よっ て,ど れ だ け心 の慰 安 と希望 を与 え ら
れ てい る か とい うこ と を(34)
の例 は 解 二/一 カ ラ い ずれ に も置 き替 え が 可能 で あ るが,一 ニ ヨ ッテ を用
い て い る た め,か な り間接 的 ・消極 的 受動 行 為 と な っ てい る。
○ 主 人 は散 歩 の道 す が ら会 った乞 食 に施 し を求 め られ て,ポ ケ ッ トを さ
ぐった 。(204)
酎 カ ラ と の置 き替 え は可 能 だが,～ ニ ヨ ッテ と は不 可 。 それ だ け直 接 的
動 作 性 が強 い。
⑤BハA二 自Vレ ル形 式(経 済 ハ 政 治 二影 響 サ レル)
自動 詞 が述 語 に立 つ受 身 で あ るが,① と違 っ て 迷惑 意 識 を持 っ と は か
ぎ らない.「 経 済 」 の例 の よ うに非 情 の受 身 も見 られ るが,多 くは人 対 人
の受 身 で あ る。 述 部 に立 っ 動 詞 は 対 者対 物 関 係 を構 成 す る 自動 詞 で,「A
さん がB氏 に ・・璽す る■ とい う 「～ 二対 シテ」 の意 の格 助 言司 「干」 を取 る
自動 詞 で あ る。 そ の た め ⑤ もか な ウ問接 的 な被 動 で あ り,迷 惑 や 期 待 ・
歓 喜 の気 持 ち を も つ揚 合 が多 い。
「甲_に 影 響 され る/飽 き られ る1ひ ら き なお られ る/迫 られ る/か け
寄 られ る ブ接 近 され る/呼 び か け られ る/働 き か け られ るr誘 いか け ら
れ る/言 い よ られ る 〆反 対 され る/反 掻 され る/閉 口 され る/頼 られ
る
等,数 は そ う多 くな い。
O悪 とは何 か,と ひ らき なお られ た ら,返 答 が で きな い 。(27)
○ かん た ん に得 られ る もの は,か ん た ん に飽 き られ る。(106)
⑤ の 受 身 文 型 は,発 想 か ら言 え ぱ次 の ⑥ 形 式 と差 は な い。
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事実 「彼 女 二!彼 女 ヲ誘 イ カ ケル 」「先 輩 二/先 輩 ヲ頼 ル」 な どは受 動 態
で は同 形 となっ て しまい,⑤ ⑥ の見 分 け は っ か ぬ。
⑥CハA二 他Vレ ル形 式(私 ハ 犬 ニ カマ レタ〉
.採 集 用 例 数111例 。 旋 用 率35%で,⑨ 形 式 に つ いで 第2位 。 この ⑥
には
O場 内 が笑 い に つ つ まれ た こ とは い うま で も な い。(8)
の よ うに非情 の受 身 が 多 く,第1位 の ⑨ 形 式 と合 わせ れ ば,現 代 日本 語
の受身 形 式 に は い か に 非情 の受 身 が多 い か想 像 がっ こ う。
この形 式 は,二 格 が 「,_ニ ヨッテ」 の意 を表 わ し,省 略 す る.と文 意 が
不 明瞭 に な っ て しま うた め,必 ず 「A二 」 が文 面 に現 われ る点,特 徴 的 で
あ る。(二 の 点 が,あ との ⑨ ⑩ 形 式 と異 な る。)
O君 は か ん た ん に ア メ リカ の 宣伝 に魅 せ られ て し ま っ て い る。(90)
r君 は魅 せ られ て しま っ て い る」 で は
,文 意 とし て 不 十 分 で あ る。 二 格
のか わ りに 「一 ニ ヨ ッテ1一 ニ オ イテ ノ厚 デ」 等 の用 い ら れ る こ と も あ
る。
○意 見 に よ っ て 出来 た もの は,や が て ま た意 見 に よ っ て こわ され る宿 命
を も って い る 。(91)
○ 多 くの犠 牲 に お い て 進 め られ た も の で は なか っ たか 。(62)
CはAに よ って直 接._さ れ る犠牲 者 的 意 識 が 根 底 に あ り,典 型 的 な
被 害 の受 身形 式 で あ る。 物 理 的行 為 に よ る 肉体 的 な被 害 の ほ か,モ ノ ・コ
トを主 語 とす る 直接 作用 の現 象 的 被 害 も多 い。
⑦CハA二 他Vレ テ イ ル形 式(目 本 ハ海 二 囲 マ レテ イ ル〉
文 型 的 に は前 の ⑥ と同 じで あ る が,被 害 の受 身 とは な らず,純 粋 に文
法 上 の 理 由か ら受身 とな る形 式 で あ る。 「池 動 詞+テ ア ル」 を 「自動 詞 十
テイ ル 」に置 き替 え る場 含,(例 戸 ガ シ メテ ア ル → シ マ ッテ ィル),対 応





こ の受 身 形 式 を と る こ とに よ9,娩 曲的 な断 定 と して客観 性 ・普 遍 性 を
帯 ぴ る。 した が って 普 遍 性 ・一 般 性 を要 求 す る公 的 文 章(新 聞 記 事,論 説
文 な ど)で は,こ と さ ら この他 鋤 詞+受 身 テ イル 形 式 を用 い る よ うで あ る。
(こ の種 の言 い方 を許 す他 動 詞 は,多 く 目で と らえ難 い現 象,「 言 う 〆述 べ
る/触 れ る1論 議 す る!宣 伝 す る/買 う/売 る/書 く」等,社 会 的事 実 を
表 わ す 動 詞 に多 い よ うで あ る。)
O私 た ちの 平 面 的 生活 に お い て は,目 的 とい うも の は,,.,方 法 の 先 に
あ る も の と して考 え られ て い る。(53)
Oこ れ で な け れ ぱ い け な い と い う一 っ の道 に 限 られ てい な い。(6ア)
テ イ ル を省 い て も意 味 に変 わ りは な い。
○ オ リン ピ ッ クは参 加 す る こ とに意 義 が あ る とい わ れ る。(70)
対 応 す る 自動 詞 が あ る に も かか わ らず,こ の受 身 形 式 を用 い る こ とは避
けた い 。
○彼 らの人 生 にお け る 目的 は,30年5D年 後 の将 来 の一 点 にか け られ て
お り,(63)
自動 詞 「か か っ て お り・」 を用 い るべ き と ころ で あ る。
「… ラ レテ イ ル」 が連 体 修 飾句 と して 以 下 の体 言 に 係 って い く場 合 も
ま っ た く同 じこ とが言 え る。 「隠 シ テ ア ル 部分 → 隠 レテ イ ル 部 分4と 地 一
自対 応 す る に もか か わ らず,他 動 詞 を受 動 態 に して 「隠 サ レテ イル 部 分 」
とな す た ぐい で あ る。
○ 要 所 要所 の交番 に出 され てい る交 通 事 故 につ い ての掲 示(59)
「出 て い る掲 示 」 で よか ろ う
。 修 飾 形 の 場 合 も,目 で とらえ難 い 行 為 の
動 詞 に多 い 。
○ 私 た ち の脳 裡 に刻 み う け られ てい る数 多 い歴 史 上 の人 物 。(70)
⑧CハA勇 ラB二 他Vレ ル 形 式(私 ハ 皆 カ ラ代 表 二選 バ レ タ)
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先の ⑥ 形式は,..6ニ ヨッテの意の二格を取るため,は なはだ直接的
な受動作用であった。用いられる動詞も
かまれた/な ぐられた/刺 された ノ(車に〉ひかれた/押 しつぶされた
等,対 象への直接的 ・物理的な作用や行為を表わす動詞が多い。一方,⑧
形式は
言われた/笑 われた/ほ められた1選 ばれた
等,問 接的動作を表わす動詞が述語に立ち,二 格のみならず,カ ラ格も可
能である。 それだけ能動者 ・受動者間に距離が置かれていると見 られる。
しかも,能 動者がヒ トの場合,二 格を省略することが多い。
O宗 教に関心を示さぬ輩は(入 々カラノ⇒ 人問の片隅にもおけぬ馬鹿者
にされてしまう.(138)




⑨Cガ 他Vレ ル形式(個 性ガ尊重サ レノレ)
⑩CガB二 他Vレ ル形式(能 力ガ我 々二与エラレタ)









⑩ 形式は,「我々」を～ハ主語に立てて 「我々は能力 を与えられた」(④
形式)と表現することも可能な内容である。 それ を ⑨ 形式 と同様,～ ヲ
ー28一
格に立つ抽象名詞 を一ガ主語に立て 〔例 能カヲ→ 能力 ガ),非 情の受身
としたものである。 この受身形式は,～ 二格が 「.一 ニヨッテ」ではな く
「_.二 対シテ」の意味である点,他 形式 と異なる。
○身動きも出来ない観念の系列が厳 しい撹判 の目にさらされることにな
ったq(18)
述部に立っ動詞は,対 人 ・対物関係 をとり得る動詞である。
⑨ 形式は318例 中123例,使 用率39%で,全 受身形式中で第1位 を占
める。我々が目常使 う受身の4割 弱 が ⑨ の非情の受身だとい うことにな
る。国語史的に見て,非 情の受身は姥較的新しい形式のため,と か く軽ん
じられがちであるが,我 々が目にし耳にする受身 の約4割 がこの種り受身
であるという事実に 留意 して,日 本語教育の現場でも もっと大きくとり
あげ,し っか りと教えこむ必要があろう。 「非情の受身は本来 日本語的発
想でない」 として 「好まし,くない目本語」 「西欧語的発想の 日本語」 とす
ることへの反省 としたい。
⑨ 形式の非情の受身が 多用 されるといっても,主 語C(受 動物)に な り
得 る語には ある種の傾向 と制約が見られる。 「額 が掛けられた ノ電気がつ
けられた」式のモノ主体の例は案外 と少ない。筆者採集の用例では,次 の
ような語種に片寄 りが見られる。 圧倒的に多いのが抽象名詞(抽 象概念 を
示す語).そ の他 「,.,す るノ_と い う/,一 ような」等を形式名詞 「わ
け!こ と/も の/の 」などで受けた形。指示代名詞 「これ/そ れ」等がお
もなものであった。モノ主体では,
「記念切手が発売された/× ×カラッ トのダイヤが売 りに出された/新
薬が発見された1人 工衛星が打ち上げられた/処 女作が出版 された」
等,新 たにコトが起こる,ま たはモノが世に出され る場合に,し ばしばこ
の ⑨ 形式の非情の受身を用いるようである。その他 「源氏物語は平安時
代に書かれた ノ源氏物語が書がれた時代」のような過去の事実にも用いら
れ,る。次に,抽 象名言司を主語 とする例を列挙 しよう。
「意味が示され/価 値が見出され/考 えが受け入れ られ/感 観が深めら
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れ/観 念が偶像化され/感 動が秘められ/希 望がこめられ/軌 道が修正
され/苦 労が報いられ/芸 術が否定され/傾 向が見 られ!個 性が尊重さ
れ/答 えが出され!心 が動かされ!信 郷が失われ1資 格が与えられ!事
実が明らかにされ/思 想が生かされ/,一 の世界が描き出され!生 命が
おびやかされ1戦 いが続けられ/大 会が開かれ1タ ブーが犯され/伝 統
が破壊 され/淘 汰が行なわれ!問 いが発せられ/人 間が尊重され/秘 密
があばかれ/批 判がなされ/._の 眼が向けられ/問 題が提示され/歴
史が繰 り返され/_.と い うわけが見出され ノ文明の危機 とい うことが
叫ばれ/あ らゆるものが量産化され」
受身の修飾形
⑨ の非情の受身が連体修飾句 をなす湯合には,受 身があってもなくて
も意昧に差 を生 じない。 「2人の問で戦わされる意見」は 「戦わす意見」と
意味的に違いはない。
○来週売り出す記念切手/売 り出され る記念切手
これら2っ の表現形式は,能 動表現r記 念切手 を売 り出す」の修筋形式
と並行 して,⑨ の非情の受身の修飾形式も行なわれるようになったとこ
ろから生じた2通 りの言い方であろう。 それゆえ,⑨ 形式以外の受身で
は,た とい修飾形式をとっていても,能 動 ・受動で意昧に差 を生 じてしま
うことが多い。⑨ の修飾形式の例を挙げておくo





」を伴 う例 も多い。 これも被害の受身だと,意 味差を生ずることが
多いQ
殺シタ人 → 殺サ レタ人
「殺シタ人」 を被害者と見れぱ両者の意味は同 じだが,加 害者と見れば
違ってしまう。非情の受身なら両者同 じとなる。
一30一
○ヤ ミ買いによって作 られた〔作 ッタ)料理(42)
○過去か ら受けつがれた(受 ヶツィダ)も の(18)
○同病相憐むとい う言い古された(言イ古シタ)言葉(M)
受身+テ アル形式
⑨ の非情の受身形式は,ま れに 「他動詞十テアル』 に対応する表現形
式 として使用される。 本来・ 「他動詞÷テアル」に対応する形式は 「自動
詞+テ イル」である(例 立テテアルー立 ッテイル)。それが他動詞と相対




この 種 の 言 い 方 を許 す他 動 詞 は,多 く 目で と らえ られ る現 象 の動 詞 に 限
られ る よ うで あ る。(目 で と らえ難 い現 象 の 動 詞 は ⑦ 「他 動 詞+受 身+テ
イ ル 」 形 式 と な る。27ぺ 一 ジ参照 の こ と。)
Q友 人 か らの 手 紙 に は ・一 とい う こ とな どが 書 きっ け ら れ て あ っ た。
(205).
他 動 詞 「婁 ク」 に対 す る 自動 詞 が な い た め生 じた言 い方 で,「 書 キ ツ ケ
テ ア ッタ」 に対 応 す る。 相対 す る 自動 詞 が あ る に もか か わ らず,こ の 受身
+テ アル形 式 を用 い る こ と は避 け た い。
○ ほ の暗 い 冷 蔵 庫 の中 に立 て られ て あ っ たi個 の 氷柱(4実)
○ 「雌 千 万 人 吾 往 」 とい う 自筆 の額 が か け られ て あ った.(35)
前 者 は 「立 テ テ ア ッタ → 立 ッテ イ タ」 に,後 者 は 「掛 ケ テ ア ッ タ → 掛
カ ッ ティ タ」 にす べ き文 で あ る。 対 応 す る 自動 詞 が あ る の だ か ら,何 も他
動 詞+受 身 を 用 い る必 要 は ない。 悪 文 とい え る。 受 身+テ アル の 言 い方
は,⑨ の 非情 の 受身 に 属 す るが,心 理 的 な発 想 に起 因 す る受 動 表 現 で は
ない 。 文 法 上 の理 由 に よ る形 式 的 な受 動 表 現 で あ る。(た だ し,現 在 で は
この よ うな 受身+テ ア ル形 式 の言 い 方 は ほ とん ど行 なわ れ てい ない 。 「他






日本語の使役表現 ・他動表現 を形式面から分類す ると次の8種 になる。
第1種 の使役
①Cガ 自V→BガCヲ 他V1
②Cガ 自V一→BガCヲ 自Vセ ル
③Cガ 自V→BガC二 自Vセ ル
第2種 の僅役
④BガCヲ 他V王 →AガB二Cヲ 他V2
⑤BガCヲ 他V1→AガB二Cヲ 他V1セ ル
⑤BガCヲ 自Vセ ル →AガB二Cヲ 自Vセ ル
第3種 の慎役
⑦AガB二Cヲ 他V2→DガA二,B二Cヲ 他V一 セル
⑧AガB二Cヲ 他V1セ ル→DガA二,B二Cヲ 飽V2セ ル
各形式の用例
① 乗客ガ降 リタ→ 車掌ガ乗客 ヲ降ロシタ
② 乗客ガ降 リタ→ 車掌が乗客 ヲ降リサセタ
③ 乗客ガ降 リタ→ 車掌ガ乗客二降リサセタ
④ 電気屋ガテレビヲ見タ→ 彼ガ電気屋ニテレビヲ見セ タ
⑤ 車掌ガ乗客 ヲ降買シタ→ 運転手が車掌二乗客ヲ降ロサセタ
電気屋ガテレビヲ見タリ 彼ガ電気屋ニテレビヲ見サセタ
⑥ 車掌が乗客 ヲ降 リサセタ→ 運転手ガ車掌二乗客ヲ降 リサセタ
⑦ 彼ガ電気屋ニテ レビヲ見セタ→ 父ガ彼二(命ジテ)電気屋ニテレビヲ見
サセタ
⑧ 彼ガ電気屋ニテ レビヲ見サセタ→ 父ガ彼二〔命ジテ)電気屋ニテレビヲ
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見セサセタ
第1種 ① ② ③ はBか らCへ の動作関係 を表わす他動 ・使役表現の基
本形式である。 この ① ② に ③ を代入することにより,Cに 対するA
か らBへ の動作関係が生まれ,第2種 ④ ⑤ ⑥ 形式 とし表わされる。 こ
のうち ④ は他動詞2を 持つもの(た とえば 「見エル/見 ル/見 セル」め
「見セル
」)に限 られ,「降 リル/降 ロス」のような 他動詞1し か持たぬ場合
は ④ ⑧ の 他動詞2表 現は存在しない。
①BガC.ヲ 他V1形 式





手紙が届 く → 郵便屋が手紙を届ける
病気がなおる → 医者が病気をなおす
.5
縁が切れる → 夫が縁 を切る
のように,ヒ ト・モ ノ ・コ トいずれの例も見 られ,ざ らに
世話が焼ける→ 女中が世話 を焼 く
のような慣用句の例 も見られる。しかし,自 一他の対応す る動詞の場合 は,
モノ ・コ ト(非情物)の用例が多 く,ヒ ト・動物(有 情物)の 例はどちらか と
言 うと少ない。 ヒ トの場合 には,自 動詞にセルを付けて他動化させ,② の
有情者対象の表現 を行 なうからであろう。 ヒ トならr生 徒を立たせる」で・
「立てる」 とは言わないのである。 対応自動詞があるにもかかわらず・ ①
の他動詞文型 で有情者 を表わす言い方は・そ う多 くない。
「親が子供 を育てる!社 長が桂員を減らす!学 校が生徒 をふやす/大 学
が受験生 を落 とす1巡 査がまいごを見っける/先 生が生徒 を当てる」
① 形 式 は,対 応 自動 詞 を欠 く場 合 は ヒ ト・.・モ ノ ・コ ト,自 一 弛 対 応 す
る場 合 はふ っ うモ ノ ・コ トを対 象Cに す え て 「BガCヲ 他V」 表 現 を行
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なう。しかも,こ の文型 は 「Cガ 自V」 となることをBが 直接行なう'とい
った意味あいが濃い。 「子供 を育てる」 は 「子供が育つ」 よう親が直接手
を下して行為す るのである。モノ ・コト対象はもちろん,ヒ ト対象の場合
も,① の他動詞表現 しか成立しない用例は・ みな主体者Bの 直接的行為
の実現である。
②BガCヲ 自Vセ ル形式
行為の対象Cが ヒト(有情者)の揚合,薄 応 自動詞があれば,ふ っう自動
詞にセル/サ セル を付 けて ② の他動表現 を行なう。r立 ツー立テル」の場
合,モ ノなら ① 「旗 を立てる♪ ヒ トなら② 「生徒 を立たせる」 と使 いわ
け,r旗 を立たせ る/生 徒 を立てる」とは特殊な揚合以外は罵いない。 有
情 ・非情 どちらも目的語 となし得る動詞は,自 他の対応がある場合,① ②
の使い分 けはかなり厳格に行なわれている。
④ 非清,② 有情の旋い分 けをしている例
扇風器を回す一小僧を回 らせる
毛を抜 く一一(遊 びで)子 供を抜けさせる
花びんを倒す一俳優を倒れさせる
金を隠す 一子供を隠れさせる
話を続 ける 一(行列で)前 の人に続かせる
旗を立てる 一生徒を立たせる
で
その他 「出スー一出サセル/起 コスー起キサセル!曲 ゲルー曲ガラセル1
伝エノレー伝ワラセノレ」等。
Cが 有情 にもかかわ らず,⑦ ② 両文型可能な例
「生徒 を残す一残 らせ る1通 行人 を通す一通 らせる!子 供を隠す一隠れ
させる/生 徒を並べる一並ばせる/足 をひっぱって沈める一沈ませる1
客を乗せる一乗 らせる/客 を降ろす一降 りさせる!客 を上 げる一上がら
せる/通 行人を止める一止まらせ る/人 を集める一集まらせる1人 を暖
める一暖まらせる!社 長 を替える一替わらせる1新 手を加 える一加わら
せる』
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た とえ ば ① 「運 転 手 が 子 供 をのせ る」 は,「 子 供 が 乗 る」 こ と を命 令 す
る,し む け る,許 可す る等 の揚合 に も,ま た,子 供 を抱 え上 げ て の せ て や
る場 合 に も用 》・られ る。 ① は直 接 的 行 為 で は あ っ て も,そ の 行 為 の仕 方
に は幅 が認 め られ る。 と はい って も ① が モ ノ ・コ トに多 く用 い られ る 文
型 で あ る こ とか らも わか る よ うに,Cに 対 す るBの 一 方 的 働 きか け で あ
る。 ① は ・Bの 行 為行 動 の 実現 を問 題 とす る表 現 意 識 で,C側 の意 志 ・
行 動 ・結 果 は強 調 され ない 。r子 供 を のせ る」 は・ 子 供 を車 上 の人 な ら し
め る運 転 手 の行 為 ・行 動 の 実 現 を述 べ て い る に す ぎな い 。
こ の こ と は非 情 物 の場 合 に もっ とも よ く示 され る。
① コ ロ ンブ ス が卵 を立 て た。
② コ ロ ンブ ス が卵 を立 たせ た。
① はr卵 を立 てた3と い う客観 的事 実 ・ コ ロ ンブ ス の他 動 行 為 の実 現 を
端 的 に叙 述 した もの。 ②.は 本来 立 っ べ きで ない 卵 を い ろ い ろ と くふ うし
て立 て る こ とに 成 功 した とい う,対 象Cを あ る状 態 に な らせ る こ とへ の
実 現 を述 べ る。 「科学 者 が 雨 を降 らせ る」 「鳴 か ぬ な ら鳴 かせ てみ せ よ うホ
ト トギ ス」 いず れ も不 可 能 を 可 能 な ら し め る意 識 が潜 む。 そ れ ゆ え,①
は,BがCを 本 来 そ うな り得 る はず の状 態 にす る意 識 で あ り,② は本 来
そ うな り得 な い・ そ うな りに くい,ま たは そ うな る こ と を予 想 し てい ない
状 態 を,Bの 意 志 で実 現 に導 く,と い う意 識 で あ る。こ の意 識 が,Bの 意 志
で実 現 させ る 〈疲 令 〉。 実 現 を しむ け る 〈誘 発 〉,実 現 を認 め る 〈放 任 ・
許 容 〉 な ど の派 生 的 意 味 を生 む。 た と え ば,① 文 型 「...ヲ 立 テルrは
r旗 を立 て る/立 札 を～/尻 尾 を～f青 筋 を一/水 煙 を～」
の よ うに・立 て る対 象 物 は,本 来立 ち得 る もの ・ 立 つ こ と炉予 想 で き る も
の で・ そ れ に対 す る他 動 的 行 為 に す ぎ な い が,② 文 型 「・一 ヲ立 タセ ル 」
は
「卵 を立 たせ る ノ茶 柱 を制 ノ(奇術 で)皿 を載 せ た棒 を醒」
の よ うに・ 立 ち に くい も め,立 つ必 然 性 の薄 い もの を行 為 者 の意 志 で実 現
に導 く とい う場 合 に用 い られ てい る。Cが ・..と な る よ うに,ま た は..,
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す る よ うにBが しむ け る の で あ り 〈使 令>,こ れ に 「～ テ オ ク」 が 付 け
ば 〈放 置 〉 の 意 が加 わ る。 も っ と も,非 情物 の場 合
「成 金 が 札 束 を ち らつ か せ る ノふ とこ ろ か ら短 刀 を覗 かせ る/頭 を働 か
せ る/目 を楽 しませ るr歯 を カ チ カ チ言 わせ る』
Qよ うな ジBのCに 対 す る一 方 的行 為,単 な る 〈他 動 性 〉 しか示 さ ぬ例
もあ る。 対 応 他 動 詞 を欠 く場 合,「 自動 詞+セ ル」 は他 動 性 とな ワや す い
ので あ る。
お よそ あ る状 態 の 実現 に は,次 の 諸 段 階 が 認 め られ る。
ア.対 象 に対 す る 行 為 主体 の 一 方 的 な働 きか け,積 極 的 な 直接 行 為 。<他
動 性 〉
非 情 … … 口 を楽 し ませ る/札 束 を ち らつ か せ る
有 情 一
イ.対 象 がそ うな る,ま た は そ うす る よ う しむ け る積 極 的 で は あ るが 閤 接
的行 為 。 〈使令>
非 情 …r一科 学 者 が雨 を降 らせ る/コ ロ ンブ ス が卵 を立 た せ る
有 情 一… ・夫 が妻 を働 か せ る
ウ.対 象 が お のず と そ うな る,ま た はそ うす る よ う対 象 の変 化 や 行 為 の実
現 の き っか け を作 る。1消極 的 な 問接 行 為。 く誘 発 〉
非 情 一
有情 ・… 一親 を悲 しませ る/は らは ら させ るね!笑 わせ る な… 一・(不随
意)
エ.こ ち らは何 もせ ず,た だ対 象 自体 の 変 化 や行 為 や現 状 を放 置 ・放 任 し
てお く.意 識 的 で は あ るが 消 極 的 な 容 認 、 く放 置 倣 任 〉
.非 情 一… ・セ メ ン トを固 ま らせ る/め し を腐 らせ て し ま った/へ や を遊
ばせ てお く・… 一(放置)
有 情 一… ・子 供 を 遅 くま で 遊 ば せ て お く ∫泣 き たい だ け泣 か せ る… ・
(放任 ・許 容)
オ.対 象 が そ うな る,ま た は そ うす る こ とが,こ ち ら とは無 関 係 に行 なわ
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れ,結 果的にこちらの責任 ・手柄 ・短所 ・長所などとなる。 主体Bの





カ,自 然的現象や自発的現象 として,あ る原因Bが 必然的にCに ある結
果 を引き起 こす,不 可抗力的現象。〈因果関係>
非情……設計ミスが飛行機を墜落させた/運 命のいたずらが彼の人生
を狂わせた!小 さな穴が堤防 を決壊 させた
有情……強いショックが彼を狂わせた/失 言が大臣を失脚 さサた
③BガC二 自Vセ ル形式
この ③ 形式は阿二格をとることにより,Cが 自己の意志でxxす る(自
動詞)こ とをBが 許容 したり命じたりする意識を持つ。被使役者Cの 意志
による,Cか らBへ の働きかけに対 しての,Bの 消極的な く許容 〉か,
積極的な命令 〈使役〉かのいずれかの場合である。
○いっ も太郎で気の毒だから,た まには次郎にも行かせよう。
行 くのがうれ しいことなら,次 郎に対 し気の毒で,「行かせる」 は 「行
かせてやる」の許容 ないし恩恵賦与 とな否。 また・行 くのがいやな場合な
ら,太 郎に対 し気の毒で,「 行かせう」は次郎への使役となる。 いずれに
せ よ ③ 文型は,～ 二格をとることによ り,Bか らCへ の一方的働 きか
けではなく・Cの 意志 ・主体性を認めた言い方 となり,Cか らBへ の働




③ 文型が1被 使役者Cの 主体性 を認める許容,ま たは認 めた うえでの
使役 を表わす ところから,対 象Cに は本来主体性をもつ有情者(有 意志性
一37一
の もの)が 立 ち・ 述 語 動 詞 も有 椿 者 を 目的 語 に と り得 る動 詞 が来 る。 ① ②
③ す べ て可 能 な,自 一 他 セ ッ トを なす 動 詞 と して は
残 らせ る ノ通 ら一/帰 ら～/隠 れ 一 ノ従 わ 一/並 ぱ 一1乗 ら～/遡 げ
～!降 ウー
,'上 が ら～/止 ま ら～/集 ま ら一/暖 ま ら一/伝 わ ら～/代
わ ら～/加 わ ら ～
等 が あ り,② ③ 文 型 の み可 能 な動 詞 と し ては
回 らせ る!抜 け～/倒 れ ～/続 か ～/曲 溝 ら～
等 が挙 げ られ るの で あ るが,こ れ らの 動 詞 も ③ 「C二 自Vセ ル 」文 型 の
揚 合 は,Cに 有 情 者 が 立 っ の が ふ っ うで あ る.同 じ動 詞 で も,目 的 語 の非

















非 情 物 を人 格 的 に扱 っ て い るの で あ る。 そ うで な い場 合,② 「雨 を降 ら
せ る」 は可 能 で も,③r雨 に降 らせ る」 は成 立 しな い。 こ れ はr～ テ モ ラ
ウJの 置 き替 え の可 否 と一 致 す る よ うで あ る。
○ コ ン ピ ュー ター に計 算 して も ら う!計 算 させ る・一 甲成 立
○ 雨 に 降 って も ら う1降 らせ る … …不 成 立
有 情者 の場 合 も,② ③ 文 型 で表 現 意 識 に柏 違 が あ る の は 当然 で あ る。
② む す こ を行 か せ ま し よ う。
③ むす こ に行 かせ ま し よ う。
ヲ格 を取 る ② は,B(話 し手)の 意志 でC(む す こ)が 行 くよ うに しむ
け る・ また は命 ず る。 二格 を取 る ③ は,C(む す』こ〉の意 志 で行 くこ と を
B(話 し手)が 許 す か ・ ま た は強 要 す る。 ③ 文 型 は,Bが,被 使 役 者Cの
人 格 を認 めCの 行 動 を許 容 す る とい う意 識 を もつ た め,も しCに 話 し手
な い し話 し手 側 の ヒ トが 立 っ て 「一 テ モ ラ ウ/一 テ イ タダ ク/～ テ クダ サ
イ」等 を伴 うと・許 容 依 頼 や謙 譲 表 現 ・恩 恵 強 調 な どを表 わ す こ と に な る。
○ お先 に帰 らせ て も らい ます ノ帰 らせ て くだ さい(許 容 依 頼)
○ これ を もっ て私 の ご挨 拶 に代 え させ て い た だ き ま す(謙 譲)
○ ゆ っ くり楽 しませ て も らい ま した(恩 恵 強 調)
た だ し,こ れ ら補 助 動 詞 を伴 わ な い と,許 容 依 頼 が故 意 的 とな り,自 信
に満 ち た許 容 要 求 となっ て しま う。
○ 私 に言 わせ れ ば,_!言 わせ る と...
○ わ が 輩 にや らせ れ ぱ ・ そ んな へ まな ま ね は し ない ね。
第2種 ④ ⑤ ⑥ 形 式
第1種 ① ② に ③ を組 み 合 わ す こ とに よ り,A・B・C3者 の動 作 関 係
が生 まれ る。 す なわ ち,① 文型 に人物Aを 加 えれ ば ④ ⑤ 文型 が生 じ,
①BガCヲ 他V、一r④AガB二"ヲ 他V2目
・→ ⑤AガB二Cヲ 他V1セ ル
② 文 型 にAを 加 えれ ぱ ⑥ 文型 が生 ず る。
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②BガCヲ 自Vセ ル → ⑥AガB二Cヲ 自Vセ ル
この うち ④ はr見 ルー 見 セ ル」 の よ うな他V2を もつ動 詞 に 限 られ,ふ
っ うは ⑤ 文 型 を とる。 いず れ もBがCに 対 してxxす る こ とをAがB
に命 じる,ま た は許 可 す る場 合 の 言 い 方 で,Aは サ セ 手,Bは シ手,Cは
サ レ手 の 関係 に あ る.A-B開 係 は ③ の関 係(二 格 の 関係)で,通 常A・
Bは 有 情 者b。B-C関 係 は ① また は ② の 開 係(ヲ 格 の関 係)で,Cは
有 情 ・非 情 どち らで も よい、 意 味 はB-C関 係 に よ っ て き ま り,① ② と
同 じ くり 誘 発,放 任,使 役...と,各 段 階 の例 が見 られ る,
○ 瞬 時 に消 えて い く映像 と違 って,読 書 は人 に物 を考 え させ る。(∬15饅
誘 発,非 情 の使 役)
○ 雨 の 降 る 日にか さ を さ さ ない で往 来 を歩 き たい と思 った と して も,な
か なか そ うは させ て くれ ない 。(H165許 容)
○ 言 い たい 奴 に は言 わ せ てお け。(放 任)
○ ちか 子 は稲 村 令 嬢 に点 前 を させ て,菊 治 に 見 せ よ うとい うの だ ろ う.
(II206千 羽 鶴,使 役)
○ 可 愛 い い子 に は旅 を させ よ。(使 役)
○ 私 に そ こ ま で言 わ せ る気 か 。(使 役 〉
○ こ の鷹 は うま い も の を食 わせ る よ。(手 柄)
第3種 ⑦ ⑧ 形 式
第2種 のA・B・C3者 の動 作 関係 に,さ らに人 物Dを 加 え る こ とに よ
り,⑦ ⑧ 文 型 が成 立 す る。 す なわ ち,④ に人 物Dを 加 えれ ば ⑦ が 生
1)β 本語 の便役 表現 はサセ手,シ 手 に有 情者 が 立つのが本来 で・ 「何 が彼 女を
そ うさせたか」 な どの言 い方 は翻訳的 だ と言 われ る・ しか し・ 実際には非情 の使役
はかな り行 なわれ てい る,
O万 緑叢 中に きらめ く紅 一点の新鮭 な印象が愛情 をさえ よみがえ らせ て くれ る。
(97)
○ … 間違 った 自信になって・(ノ ノ自信 が〉慎重 さを一瞬 ・ 狂 わせる(朝 日新 聞
48.1,26)
○車 は,知 らず知 らずの うち に足,腰 を弱 らせ る。(朝 日新聞48.L26)
2)用 例 でII150の よ うな表示 のある ものは,早 大語研,日 本語 中級教 科書(新
版)か ら引用 した もの。IIは 第2部,150は ぺ一 ジを示 す・
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じ,⑤ にD.を 加 えれ ぱ ③ が生 ず る。
④AガB二Cヲ 他V2→ ⑦DガA二,B二Cヲ 他V1セ ル
⑤AガB二Cヲ 他V1セ ル → ⑧DガA二,B二Cヲ 他V2セ ル
た だ し,勉V1し か 持 たぬ 動 詞群 で は,④ ⑧ 文 型 は作 れ ず,⑤ → ⑦ の
他V1表 現 で代 用 させ る。
○運 転 手 が 車 掌 に 乗 客 を降 ろさせ た → 警 省 が運 転 手 に(命 じて),車 掌
に乗 客 を降 ろ させ た。
い ず れ も,DがAに 対 して,BがCにx× す る よ うに命 ず る揚合 に用
い られ る。Dは サ セ 手,AはDに 対 レて は サ レ手,Bに 対 し ては サ セ
手,Bは シ手,Cは サ レ手 で あ る.こ の よ うな複 雑 な 閣係 の 使役 表現 は実
際 の 言 語生 活 で は そ う多 くは ない 。
使 役+テ アル 形 式
使 役 の セ ル/サ セ ル は,し ば しば 自動 詞 の 他 動 化 と して用 い られ る。「～
ガ 自Vテ イ ル 」 は,対 応 他 動 詞 を持 つ と きは 「～ ヲ他Vテ ア ル 」 と置 き
替 え る こ と がで き る1)。 対 応 他動 詞 を持 た ぬ とき は,自 動 詞 にセ ル/サ セ
ル を付 け て テ アル 表 現 を 行 な うの で あ る。 形 式 上 は@文 型 を とる た め,
Cの 行 為 を許 容 ・放 任 す る意 識 を伴 う揚 合 が 多 い 。
○ む す こ を塾 に通 わせ て あ る。
○ い っ ま で も花 を咲 か せ て あ る。
対 応 他 動 詞 が あ る に も か か わ らず,こ の 形 式 を用 い た例 も見 られ る 。
○ 見 張 りを表 に 立 た せ て あ る。(立 テテ ア ル)
○ 子 供 た ち を広 揚 に 集 ま らせ て あ る。(集 メテ ア ル)
V・ 被 役 表 現
サ セ ル に ラ レル を伴 う こ とがあ る。 使 役 の受 身 で,被 役 と呼 ば れ る。 使
役 の部 分 は ② また は ⑤ 文 型 をな し,ラ レル を伴 うこ とに よ9,サ レ手 ・
1)拙 稿 「本 が置い てある」 と 「本 を置 いて ある」(講 座.正 しい 日本語5明











○サザエさんの漫画によって大人の独善を反 省 させ られ た に し て も
(122〉
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